「エマオへの道・四国」ボランティア派遣の流れ

東北教区被災者支援センター・エマオボランティアに参加したい！
①まず、各分区の世話人に「参加したい！」旨と、希望する参加期間をお伝えください。

「エマオへの道・四国」世話人会で日程と人数の調整をし、後日、お知らせいたします。
各分区の世話人
　岡田真希（香川分区・丸亀教会）　　上島一高（東予分区・今治教会）　広瀬満和（中予分区・三津教会）
　森分　望（南予分区・八幡浜教会）　北村　誠（徳島分区・宍喰教会）　成田信義（高知分区・土佐教会）

②東北教区被災者支援センターにボランティア参加の申し込みをします。
原則的に、各自で申込みをしていただきます。申込み先は下記です。

東北教区被災者支援センター・エマオ　開館時間：7時半から20時（早朝・深夜の入館はできません）
電話：０２２－２６５－０１７３　ファックス：０２２－２６５－０１７４

住所：仙台市青葉区錦町一丁目13番6号　仙台駅から徒歩・約15分～20分

※東北教区被災者支援センター　公式ブログ　http://ameblo.jp/jishin-support-uccj/　より、「参加する」をクリックしてください。そこから申し込みができます。ボランティア開始希望日の三日前までに申し込みフォームを送付してください。
※「パソコンは苦手」「自分ひとりで申し込むのは不安」という方は、各分区の世話人にご遠慮なさらずおっしゃってください。申し込みを済ませると、センターの方から受入れの可否の連絡が来ます。
※高校生以下の方は、保護者の同意書をもらってからお申込み下さい。公式ブログの「未成年者ボランティア同意書」（PDF）をダウンロードして、現地での受付時に提出してください。
何を準備すればいいの？

　センターが準備物として挙げているのは、以下のものです。
	汚れてもよい作業着、長靴、レインコート上下（泥作業中心のため）、ゴム手袋、タオル、マスク、健康保険証、寝具[寝袋]（泊まりの方）、日焼け止め、目薬・うがい薬等、日焼け止めクリーム


※被災地での作業では、小さな砂や埃が目に入ることがあります。（コンタクト・レンズを使用なさっておられる方は何らかの対策をしてください。）
※手袋は、軍手よりも皮手袋や表面がゴムでコーティングされたものがお勧めです。

※冬場は防寒対策をしっかり行ってください。（首巻き、タイツ、厚手の靴下、ホッカイロなど）
※必ず事前にお近くの社会福祉協議会でボランティア保険（天災型）にご加入してください。自分が怪我をした場合はもちろん、自分がワーク中に被災者の方に損害を与えてしまった場合にも補償されます。インターネットで申し込むことが出来ます。なお、現地（宮城県民社会福祉会館、仙台エマオより徒歩１０分ほど）でも加入出来ますが、現地スタッフの仕事を増やすことになりますので、事前に加入しておいてください。
ボランティアに参加する際の自己負担は？
　「エマオへの道・四国」からは交通費（往復）と１日１０００円が支給されます。それ以外の費用については各自でご負担ください。現地に向かう交通機関については各自でお決めください。出来れば費用が安く済むようにご配慮ください。
現地ではどうすればいいの？

　東北教区センターエマオ２階にボランティアの事務所がもうけられておりますので、そこで受付をいたします。その際、スタッフより一日の流れについて説明があります（プリントが渡されます）。現地ではセンターからの指示に従ってください。ボランティアの拠点は、仙台と石巻の二箇所となります。そこからワークの現場に出発します。ワークは火～土の８時から１７時までです（日・月曜は休み）。
センター内は禁酒・禁煙です。宿泊について。仙台は、センターが用意している近隣教会をつかわせていただきます。（日曜も宿泊できます）。寝袋を持参してください。その場合食事代込みで一泊300円です。入浴は、仙台市内の場合は銭湯を利用します。朝食はシリアルなどがセンターで用意されています。昼食はコンビニなどで各自ご用意ください。石巻は、一戸建ての家が拠点となりますので、そちらで宿泊いたします。布団もありますし、お風呂もあります。食事については基本的には仙台と同じです。
貴重品などの管理はご自分で行ってください。

　体調管理などについては、具合が悪い時などは遠慮せずにスタッフに申し出てください。また、ワーク中に気が付いたことなどはワーク終了後にセンターで反省会やシェアリングなどをいたしますので、そこでお話しください。朝夕の集まりでは祈りの時が持たれます。祈りにおいて励まされ、慰められることを証ししたいものです。

センターは日本基督教団の施設として立てられていますが、参加者や、ワーク先で出会う方々は必ずしもキリスト者とは限りませんし、また、ボランティアは伝道のためにしているわけではないことを踏まえてワークをしてください（結果的にキリストが証しされることを心から望んではおりますが）。
ボランティアから帰ってきたら・・・

①ご自分の預金通帳の口座番号を「エマオへの道・四国」の会計・堀川賢二牧師（松前教会）に伝え、仙台までかかった往復交通費と日数分の支給額を請求してください。
②現地から戻られたら、なるべく早めに「エマオへの道・四国」に現地の様子やなさった活動、感じたことなどを報告してください。献金してくださった方々に、献金がどのように用いられたのかをお伝えすることも大切な活動の一つです。
③被災地での活動体験報告などの依頼がありましたら、是非その体験をたくさんの方と共有してください。
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